
か し わ 市 議 会 だ よ り 平成22年８月１日（４）第183号

■ 議 案 の 審 議 結 果

■ 請 願 の 審 議 結 果

議案番号 件 名 結 果

市 長 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案

件 名請願番号 主 旨 結 果

第 １ 号

第 ２ 号

第 ３ 号

第 ４ 号

第 ５ 号

第 ６ 号

第 ７ 号

第 ８ 号

第 ９ 号

第10号

第11号

第12号

第13号

第14号

第15号

第16号

第17号

第18号

第19号

第20号

第21号

第 ４ 号

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

異議なし

可決

賛成多数

賛成多数

賛成多数

全会一致

全会一致

賛成多数

全会一致

賛成多数

全会一致

全会一致

賛成多数

全会一致

賛成多数

賛成多数

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

賛成多数

全会一致

専決処分について（柏市税条例及び柏市都市計画税条例の一部を改正する

条例の制定について）

専決処分について（柏市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて）

専決処分について（柏市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて）

柏市職員勤務時間条例の一部を改正する条例の制定について

柏市職員育児休業条例の一部を改正する条例の制定について

柏市長退職手当特例条例の制定について

柏市職員退職手当条例及び柏市企業職員給与条例の一部を改正する条例

の制定について

柏市税条例の一部を改正する条例の制定について

柏市地球温暖化対策条例の一部を改正する条例の制定について

柏市立こどもルーム条例の一部を改正する条例の制定について

柏市立障害福祉サービス事業所条例の制定について

柏市地区計画区域内建築物制限条例の一部を改正する条例の制定について

「工事の請負契約の締結について」の一部変更について（大堀川右岸第８号

雨水幹線工事（19－３工区））

工事の委託契約の締結について（柏北部中央地区一体型特定土地区画整理

事業に係る公共下水道工事）

財産の取得について（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車）

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市

町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

千葉県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び

千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規約の制定に関す

る協議について

平成22年度柏市一般会計補正予算について（第１号）

平成22年度柏市駐車場事業特別会計補正予算について（第１号）

平成22年度柏市学校給食センター事業特別会計補正予算について（第１号）

審査請求に対する決定の諮問について

小規模グループホームの防火体制強化を求める意見書について

95号
96号
97号

98号

99号
100号
11号
32号
49号
51号
66号
78号
84号

不採択

不採択
採 択

不採択
不採択

１・２
１
２

１

４
１

４

賛成少数

賛成少数
賛成多数

賛成少数
賛成少数

継続審査

継続審査

継続審査
継続審査
継続審査
継続審査
継続審査
継続審査
継続審査

公共施設内の指定喫煙所の再設置について
子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成について
ＣＢ構造施設の耐震調査等について

下総基地に由来する航空機騒音の軽減について

備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求める意見書について
ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線の見直しを求める意見書について
すべての子供たちに行き届いた保育、教育の実現について
「非核日本宣言」を求める意見書について
すべての子供に行き届いた教育について
すべての子供たちに行き届いた保育と教育の実現について
「非核日本宣言」を求める意見書について
すべての子供に行き届いた教育について
非核三原則の早期法制化を求める意見書について

が
普
通
徴
収
を
申
請
し
た
。

職
員
勤
務
時
間
条
例
の
一
部
改
正

育
児
の
た
め
の
時
間
外
勤
務

の
免
除
制
度
を
利
用
す
る
人
数
の

試
算
等
は
。

請
求
を
前
提
と
す
る
た
め
具

体
的
な
人
数
は
予
測
で
き
な
い
が
、

今
後
は
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

職
員
育
児
休
業
条
例
の
一
部
改
正

男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
促

進
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

育
児
休
業
を
取
得
し
な
か
っ

た
最
大
の
理
由
は
、
ほ
か
に
育
児

を
す
る
人
が
い
た
た
め
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
配
偶
者
が

育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
て
も
同

時
に
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
、
男
性
職
員
の
取
得
者
は
ふ
え

る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

市
長
退
職
手
当
特
例
条
例
の
制
定

提
案
ま
で
の
過
程
が
公
開
さ

れ
ず
に
議
会
へ
か
け
ら
れ
る
と
議

論
が
難
し
い
が
、
市
長
は
ど
う
考

え
る
の
か
。

今
後
は
、
議
会
と
き
ち
ん
と

検
討
で
き
る
場
を
設
け
、
情
報
提

供
を
し
て
い
き
た
い
。

財
産
取
得
（
災
害
対
応
特
殊
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

昨
年
、
同
様
の
車
両
を
購
入

し
た
が
、
こ
と
し
の
ほ
う
が
金
額

が
高
い
理
由
は
何
か
。

沼
南
消
防
署
へ
配
備
す
る
た

め
地
域
性
を
考
慮
し
、
タ
ン
ク
を

通
常
よ
り
増
量
す
る
と
と
も
に
、

共
同
住
宅
火
災
時
の
水
損
防
止
装

置
を
取
り
つ
け
た
た
め
、
昨
年
よ

り
高
額
と
な
っ
た
。

専
決
処
分
（
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
）

医
療
分
の
所
得
割
率
が
４
％

か
ら
５
・
９
％
に
改
定
と
な
っ
た

ほ
か
、
賦
課
限
度
額
が
47
万
円
か

ら
50
万
円
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
市
民
の
負
担
が
ふ
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
容
認
で
き
な
い
が
ど
う

か
。

医
療
分
の
引
き
上
げ
は
６
４

６
万
円
以
上
の
所
得
者
が
該
当
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
改
正
は
応

能
割
を
引
き
上
げ
、
応
益
割
は
引

き
上
げ
て
お
ら
ず
、
低
所
得
者
に

配
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
中
間
所
得
者
層
の

引
き
上
げ
分
が
多
く
な
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
の
一
部
改

正

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
を
任
命
す
る
際
、
県
知
事
が
委

嘱
す
る
と
い
う
文
言
が
な
く
な
っ

た
理
由
は
。

地
球
温
暖
化
対
策
は
広
域
的

で
多
様
な
主
体
と
連
携
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
県
知
事
が
委
嘱
す
る

推
進
員
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域

の
推
進
員
と
も
連
携
を
と
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
改
定
し
た
。

こ
ど
も
ル
ー
ム
条
例
の
一
部
改
正

特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
供

が
こ
ど
も
ル
ー
ム
に
入
所
す
る
場

合
、
指
導
員
の
体
制
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。
ま
た
、
障
害
に
関

す
る
研
修
等
は
行
う
の
か
。

現
在
10
名
に
対
し
１
名
の
指

導
員
を
配
置
し
て
い
る
。
障
害
の

あ
る
子
供
が
入
所
し
た
場
合
、
加

配
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
指

導
員
に
は
障
害
の
あ
る
子
供
の
保

育
に
つ
い
て
の
講
習
の
ほ
か
、
随

時
派
遣
研
修
等
の
形
で
実
地
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
条
例

の
制
定保

護
者
か
ら
、
な
れ
親
し
ん

だ
職
員
の
入
れ
か
わ
り
に
は
、
１

年
く
ら
い
か
け
て
徐
々
に
引
き
継

い
で
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
が
あ
る
。

ま
た
要
望
の
中
で
、
具
体
的
に
改

善
で
き
る
も
の
は
何
か
。

職
員
４
名
を
障
害
福
祉
課
に

残
し
、
３
カ
月
程
度
の
引
き
継
ぎ

期
間
を
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
後

も
必
要
に
応
じ
て
支
援
は
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
今
ま
で
は
通
園
も

就
労
訓
練
と
と
ら
え
自
主
通
園
を

原
則
と
し
て
い
た
が
、
通
園
バ
ス

の
要
望
も
出
て
お
り
、
今
後
は
生

活
介
護
も
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
な

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

る
か
を
検
討
し
て
い
る
。

地
区
計
画
区
域
内
建
築
物
制
限
条

例
の
一
部
改
正

新
し
く
逆
井
駅
東
口
駅
前
広

場
に
隣
接
す
る
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
い
っ

た
ビ
ル
が
建
っ
て
、
ど
う
い
っ
た

店
が
入
る
の
か
。

今
回
用
途
変
更
を
し
地
区
計

画
を
か
け
た
区
域
の
う
ち
、
駅
前

広
場
か
ら
向
か
っ
て
右
側
の
現
在

駐
車
場
部
分
は
、
駅
前
商
業
型
施

設
と
い
う
こ
と
で
手
続
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
左
側
の
既
存

住
宅
地
の
と
こ
ろ
は
当
面
、
今
ま

で
の
住
宅
形
態
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
駅
前
に
ふ
さ
わ

し
い
土
地
利
用
を
し
て
い
く
。

「
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」
の
一
部
変
更
（
大
堀
川
右
岸

第
８
号
雨
水
幹
線
工
事
（
19
―

３

工
区
））工事

請
負
契
約
の
増
額
変
更

と
な
っ
て
い
る
が
、
事
前
に
予
想

で
き
な
か
っ
た
主
な
も
の
は
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等
は
行
っ

て
い
る
が
、
立
て
坑
を
掘
っ
た
際
、

想
定
以
上
に
地
盤
が
悪
か
っ
た
た

め
、
地
盤
改
良
等
の
補
強
工
事
が

発
生
し
た
の
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

工
事
の
委
託
契
約
の
締
結
（
柏
北

部
中
央
地
区
一
体
型
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
に
係
る
公
共
下
水
道

工
事
）北

部
地
域
の
区
画
整
理
事
業

地
内
の
下
水
道
整
備
は
ど
の
く
ら

い
進
ん
で
い
る
の
か
。

事
業
の
進
捗
状
況
は
21
年
度

契
約
ま
で
で
、
北
部
中
央
地
区
で

お
お
む
ね
35
％
、
北
部
東
地
区
で

45
％
と
な
っ
て
い
る
。

９
月
定
例
会
は
次
の
日
程
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

招
集
日

９
月
３
日

質
疑
並
び
に
一
般
質
問

９
・
10

13
〜
16
日

委
員
会

教
育
民
生
、
建
設
経
済

17
日

総
務
、
市
民
環
境

21
日

議
案
等
採
決

24
日

本
会
議
の
傍
聴
は
、
第
二
庁
舎

７
階
の
傍
聴
席
入
口
に
あ
る
受
付

票
に
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
す
る

だ
け
で
で
き
ま
す
。

ま
た
、
各
委
員
会
の
傍
聴
は
、

委
員
長
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
日
程
等
を
確
認

の
上
、
第
二
庁
舎
６
階
の
議
会
事

務
局
で
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

専
決
処
分
（
市
税
条
例
及
び
都
市

計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
）

住
民
税
の
納
付
方
法
に
つ
い

て
、
特
別
徴
収
で
は
な
く
、
普
通

徴
収
を
選
択
し
た
人
数
は
。

65
歳
以
上
は
普
通
徴
収
を
選

択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
61

歳
か
ら
64
歳
に
つ
い
て
は
約
40
人

建
設
経
済
委
員
会

市長から提出された条例や工事の請負契

約の締結などの議案について、各委員会で

審査の集中したものをお知らせします。

委員会審査

６
月
議
会
で
は
、
21
人
が
一

般
質
問
を
行
い
、
議
案
22
件
・

請
願
13
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
市
民
に
身
近
な
紙

面
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。

（
塚
本
竜
太
郎
）

今
年
度
か
ら
１
面
写
真
に
皆

さ
ん
か
ら
御
応
募
い
た
だ
い
た

写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
議
会
報
づ
く
り
に
日
々
努

め
て
参
り
ま
す
。
（
中
沢
裕
隆
）

編

集

後

記

編

集

後

記

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
　
末
永
康
文

副
委
員
長
　
日
下
み
や
子

小
松
幸
子
　
　
佐
藤
勝
次
郎

助
川
忠
弘
　
　
高
城
早
苗

塚
本
竜
太
郎
　
中
沢
裕
隆

宮
田
清
子

議会だよりに関する皆さんのご意見をお寄せください。次回の議会だよりの発行は、11月１日（月）です。

９

月

定

例

会

の

お

知

ら

せ

議

会

を

傍

聴

し

ま

せ

ん

か

表　彰
　6月定例会の初日、佐藤勝次郎、小林敏枝、中沢裕隆、古川隆史、山内弘
一、山田保夫の各議員に対し、表彰状の伝達が行われました。これは、市
政の向上・振興に貢献した功績により、全国市議会議長会から、佐藤勝次
郎氏は在職30年以上の特別表彰を、小林敏枝氏、中沢裕隆氏、古川隆史氏、
山内弘一氏、山田保夫氏は在職10年以上の一般表彰を受けたものです。

佐藤　勝次郎

古川　隆史

小林　敏枝

山内　弘一

中沢　裕隆

山田　保夫

総

務

委

員

会

市
民
環
境
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会


